
意外なことに強みよりも弱みを多く語る出席者が多かった。

中野氏は投資する起業を選ぶ際に“いかに尖っているか”を

最も重要視すると言う。それは良くも悪くも他社との差別化

ができていること。つまりは自分の強みが明確であり、かつ

個性的であることだといえる。しかしながら簡単にそれが思

いつけば苦労はしないだろう。そのためにも定期的な自己分

析と他業者との異種交流を通じて、新たな発見を生み出して

欲しい。そして、そんな貴重な機会を無料で提供しているむ

な BIZ をぜひとも活用してもらいたい。 

 

2022 年 8 月 22 日 fabbit 宗像 

宗像市栄町 2-1 赤間第二自転

車駐輪場 2階 
令和 4 年宗像ビジネス交流会  むな BIZ 

スクリーンに資料を投影し、講演を行う中野氏(株

式会社 HandsOn 代表取締役 CEO) 

A 氏「自分だけで事業をやると視野が狭くなってしま

う不安を持っていたので、今回のセミナーで実際にや

ってみて、今後続けていきたいと思った。」 

B 氏「誰かと、何より自分と会話をすることの大切さ

を痛感した。」 

C 氏「私には少し難しかったが、色々な気付きを得ら

れた。参加して良かった。」 

今回も前回の「むな BIZ」に引き続き、株式

会社 HandsOn代表取締役でもあり、事業投資家

でもある中野氏に登壇いただいた。本当の自

分の強みとは何か。今回中野氏は、身内だけ

の交流により視野が狭くなってしまうことの

危険性について説いた。同じ業種間での関り

が多くなってくると、この業界はこうあるべ

き！こうすることが正解！という固定概念に

囚われてしまうことが多いという。自分が思

っていた強みが第三者から見た場合は弱み

に、弱みだと思っていたことが強みに変わ

る。その第一歩として日頃から自己分析を行

うことが大事だと中野氏は言う。今回は各事

業者が自己と向き合う貴重な時間となった。 

 

 

出席者の質問に分かりやすく、丁寧に答える講師の

中野氏(株式会社 HandsOn 代表取締役 CEO) 
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